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研究成果の概要（和文）：本研究では「持続可能な開発のための教育の10年（DESD）」（2005～2014年）の日本
の成果に基づき、ESDを取り入れた理科の教師教育プログラムのアジア・スタンダードを提案した。研究の過程
では、（１）スタッフルビームのCIPP評価モデル等を参考にし、プログラム開発の方針と枠組みを作成した、
（２）その枠組みに基づいて、日本（２機関）、インドネシア、韓国、ラオス、モンゴルの５か国６機関におい
て、プログラムを開発・実践した。（３）プログラムの再実践と評価を継続的に行い、プログラムを完成させ
た。（４）参加各国の機関の間でプログラムの相互認証を行い、プログラムのアジア・スタンダードを提案し
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we proposed an Asian framework for a science teachers’
training program incorporating ESD, based on the Japanese results of the Decade of Education for 
Sustainable Development (DESD) from 2005 to 2014. In the procedure of the study, we conducted: 1) to
 create an outline and framework for program development, referring to Stufflebeam’s CIPP 
evaluation model; 2) to develop, conduct, and evaluate the program at six teacher education 
institutions located in Japan, Indonesia, Korea, Laos, and Mongolia; 3) to continuously conduct and 
evaluate the modified program; and finally, 4) to propose an Asian framework for the program on the 
basis of mutual authentication of the institutions.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ユネスコ主導による「持続可能な開発のた

めの教育の 10 年（DESD、Decade of Education 
for Sustainable Development）」は、2014 年
をもって終了した。この間、研究代表者は、
国連大学認定RCE(世界129ヵ所のESDの地域
拠点)である岡山大学において ESD の教師教
育に取り組み、学部・大学院教育において、
教員養成での ESD 関連授業を開発してきた。
また、中四国地方のユネスコスクールを中心
とした ESD 推進校と連携し、教員研修のプロ
グラムを開発してきた（文献：勇谷美奈子・
藤井浩樹、総合的な学習の時間と教科をつな
ぐ ESD の実践－ESD 関連カレンダーを活用し
て－、日本教科教育学会誌、 36(4) 、
pp.111-114、2014）。その結果、ESD の教師教
育は、授業研究を基盤とする必要があること、
そして気候変動・エネルギー、生物多様性、
防災、貧困、持続可能な消費と生産といった
主要テーマについての科学的教養とそれを
教育するための教職専門の知識をつなぐこ
とが重要であることがわかった。これらは、
DESD を通した教師教育の成果の一端と捉え
ることができる。 
 しかしながら、ESD の教師教育機関国際ネ
ットワーク（ International Network of 
Teacher Education Institutions Associated 
with the UNESCO Chair on Reorienting 
Teacher Education to Address Sustain- 
ability、第 8 回大会を 2014 年 11 月に岡山
市で開催）では、DESD による教師教育の成果
を国内での普及にとどめることなく、国際的
に普及させることが求められている。また、
国際協力機構（JICA）をはじめとする国際教
育協力の方面では、発展途上国の学校教育に
おけるESDの導入とそのための教師教育への
支援が求められている。こうした要請は、ESD
の発展には国際協働が不可欠であるという
認識に基づくものである。 
今後、ESD の教師教育においては、日本で

得られた成果を国際的に普及・還元すること
が求められる。また、そのフィードバックを
通して、日本の ESD の教師教育を一層充実さ
せることが望まれる。このことは、ESD の教
師教育の中心を担う理科の教師教育におい
ても全く当てはまる。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、上記の課題解決の第一

歩として、東アジア諸国（中国、韓国、モン
ゴル）と東南アジア諸国（インドネシア、ラ
オス、ミャンマー）と連携し、DESD の日本の
成果に基づき、ESD を取り入れた理科の教師
教育プログラムのアジア・スタンダードを提
案することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究の過程では、①スタッフルビーム

（D.L.Stufflebeam）の CIPP 評価モデル
(Context, Input, Process, and Product 

Evaluation Model）等を参考にし、プログラ
ム開発の方針と枠組みを作成した、②その枠
組みに基づいて、日本（2機関）、インドネシ
ア、韓国、ラオス、モンゴルの 5か国 6機関
において、プログラムを開発・実践した。③
プログラムの再実践と評価を継続的に行い、
プログラムを完成させた。④参加各国の機関
の間でプログラムの相互認証を行い、プログ
ラムのアジア・スタンダードを提案した 
 
４．研究成果 
 開発したプログラムとして、ここでは日本
（岡山大学）の事例を取り上げる（研究分担
者及び研究協力者が開発したプログラムに
ついては割愛）。開発したプログラムと本科
研に関連する日本学術振興会研究拠点形成
事業「ESD（持続可能な開発のための教育）
の教師教育推進に向けた国際研究拠点の構
築」（平成 29-31 年度）の共同研究の中間成
果を踏まえ、2018 年 10 月（予定）にプログ
ラムのアジア・スタンダードを公表する。 
 
〔日本（岡山大学）の事例〕 
(1)プログラム開発の目的と方法 
岡山大学では、教育学部の授業科目「初等

理科指導法開発」（2016・2017 年度）、「中等
理科指導法開発」（2015 年度）において、ESD
を取り入れた理科の教員養成プログラムを
開発した。その目的は、CIPP 評価モデルに基
づいてプログラムを開発・実践し、学生の理
科授業に対する意識の変化からプログラム
のメリットや価値を評価することであった。 
CIPP 評価モデルは、文脈評価（context 

evaluation）、入力評価（input evaluation）、
プロセス評価（process evaluation）、結果
評価（product evaluation）の 4つの構成要
素からなる（Stufflebeam、2003）。まず、文
脈評価は、プログラムの対象者や提供者のニ
ーズの明確化を目的とする。「何をする必要
があるか」を明らかにし、開発するプログラ
ムの目標を定める。次に入力評価は、ニーズ
を踏まえた計画の妥当性の検討を目的とす
る。「どうすべきか」を明らかにし、プログ
ラムの構成と内容を規定する。次にプロセス
評価は、プログラムの進行状況をモニタリン
グし、計画したプログラムの問題点と改善点
を明確にする。「どう進んでいるか」を明ら
かにし、プログラムの進行の修正につなげる。
そして結果評価は、プログラムの成果を測
定・解釈・判断することを目的とする。最終
的に「うまくいったかどうか」を明らかにし、
プログラムのメリットや価値を導き出す。 
 開発した教員養成プログラムでは、CIPP 評
価モデルの適用した教育プログラム（Zhang
ら、2011）を参考にしながら、表 1の手順を
踏むこととした。このようにして構成要素で
の評価情報を収集・分析し、それをもとにプ
ログラムの開発・実践・評価を進めていった。 
(2)プログラムの開発・実践・評価 
① プログラムとなる授業科目 



表 1 CIPP 評価モデルに基づくプログラムの開発
手順 

文脈評価 
 プログラムを履修する学生とそれを開発・実践
する大学教員を対象に、ESD の視点を取り入れた理
科授業の必要性に対する意識や、そうした理科授
業を指導するための学習の必要性に対する意識を
明確にする。そのために質問紙調査を行う。 
入力評価 
 学生と大学教員の必要性に合致した計画を立て
る。そのために ESD の教師教育の関係文献や専門
家の助言を参考にする。そして、評価の枠組みを
作って、計画が適切であるかどうかを確認する。 
プロセス評価 
 プログラムの実践過程において、学生の学習状
況（どんなことに疑問を持っているか、どこに難
しさを感じているかなど）を把握する。それをフ
ィードバックし、適切な指導を行う。そのために
聞き取り調査を行う。 
結果評価 
 学生と大学教員を対象に、ESD の視点を取り入れ
た理科授業の必要性に対する意識や、そうした理
科授業を指導するための学習の必要性に対する意
識を再度明確にする。そのために質問紙調査や聞
き取り調査を行う。また、学生が最終的に作成し
たレポートの内容を分析する。 
 
表 2 プログラムとなる授業科目「初等理科授業

開発」 
学習目標 
初等理科における授業案の作成や模擬授業を行

うことで指導法の開発を行う。 
授業計画 
第 1 回 履修済みの理科教育学分野の授業におけ
る成果や反省点を受講生ごとに報告する。また、
教育実習を終えて、各自の初等理科における成
果や反省点、及び今後の課題・目標を明らかに
する。 

第 2 回 初等理科の学習内容から「授業実践を行
いたい単元・テーマ」を選択し、授業案を構想
する。 

第 3 回 初等理科の学習内容から「授業実践を行
いたい単元・テーマ」を選択し、指導案を作成
する。 

第 4 回 作成した指導案について相互報告及び検
討を行い、指導案の修正を行う。 

第 5～7回 作成した指導案について模擬授業及び
協議を行う。 

第 8 回 本授業で学習した成果や研究した課題に
ついて発表・討論し、それぞれの課題について
の評価を行う。 

 
 学部の授業科目「初等理科授業開発」を ESD
を取り入れた理科の教員養成プログラムと
して編成した。以下、2017 年度の研究を示す。 
 プログラムの対象者は，岡山大学教育学部
小学校教育コース理科教育専修の3年次生16
人であった。実施の期間は 2016 年 12 月 6日
から 2017 年 2 月 7 日までの約 2 ヶ月間、回
数は毎週 1回（240 分間の授業）の計 8回で 

表 3 文脈評価と結果評価に用いた質問紙調査 
問 1 小学校理科において、ESD の視点を取り入れ
た授業は必要であると思いますか。また、その
ように思う理由についても書いてください。 

問 2 小学校理科において、ESD の視点を取り入れ
た授業を行うとすると、どのような授業を行う
必要があると思いますか。また、そのように思
う理由についても書いてください。 

問 3 問 2で答えた授業を、あなたが小学校で実際
に行うとします。あなた自身はどのようなこと
をこれから学習する必要があると思いますか。 

 
あった。 
授業の学習目標及び授業計画は、表 2のよ

うになる。この授業は教育実習の直後に開講
される。学生は授業研究（指導案の作成、模
擬授業、及び授業協議会）を行うことにより、
理科の指導法を習得する。この授業をプログ
ラムとして編成するにあたり、「授業実践を
行いたい単元・テーマ」に ESD の視点を取り
入れることを学生に求めた。 
② プログラムの開発・実践・評価 
【文脈評価】 
プログラムの目標を定めるために、学生 16

人と大学教員2人（筆者を除いた授業担当者）
を対象に質問紙調査を行った（表 3）。以下、
学生の回答を見てみる（「 」は代表的なテキ
ストデータ、数字は回答数、複数回答あり）。 
問 1 の「ESD の視点を取り入れた理科授業

の必要性」については、全員が必要であると
回答した。その理由についての回答は全体で
17 であり、環境問題への対応（「環境問題に
ついてはすでに深刻なレベルになっている」
(5)）といった社会の立場からの回答が多か
った（計 9）。また、子どもの思考力の育成（「環
境、エネルギー等について仕組みから考え
る」(3)）といった子どもの発達の立場から
の回答も多かった（計 7）。 
問 2 の「ESD の視点を取り入れた理科授業

に必要なこと」についての回答は全体で 23
であり、行動を考えさせる（「自分が環境に
対してできることは何かということを考え
させる」(7)）といった授業目標に関わる回
答が多かった（計 9）。また、自然災害（「災
害に関する授業に力を入れる」(4)）、資源・
エネルギー（「エネルギーが何年ほどでなく
なってしまうかなどについて授業の中で取
り上げる」(3)）といった授業内容に関わる
回答も多かった（計 9）。さらに「理科の強み
となるところは、自然環境について自然則に
従って問題解決を考えられること」(1）とい
った授業方法に関わる回答も見られた（計 5）。 
問 3 の「ESD の視点を取り入れた理科授業

を行うための学習の必要性」についての回答
は全体で 24 であり、素材を学ぶ（「エネルギ
ー開発における持続可能な企業努力につい
て理解しておく」(7)）、ESD 自体を学ぶ（「ESD
の本質に関わるような知識を自分自身が知
っておかないといけない」(5)）といった教
材研究に関わる回答が多かった（計 12）。ま



た、ESD の実践例を学ぶ（「今、現場で ESD に
関する取り組みがどのように行われている
のか、成果や改善点も理解しておかなければ
いけない」(4)）といった指導法研究に関わ
る回答も見られた（計 6）。一方、自分自身の
行動（「エネルギー問題に対して対策をし、
子ども達に自分のやっていることを見せる
ようにできるようにする」(4)）についての
回答もあった。 
このことから、多くの学生は、①ESD の視

点を取り入れた理科授業の必要性を、環境問
題への対応や子どもの思考力の育成の視点
から捉えていること、②そうした授業では自
然災害やエネルギー・資源などの内容を扱い、
子どもに行動を考えさせることが必要であ
ると捉えていること、③そうした授業を行う
には、ESD 自体を実践例を通して理解すると
ともに、授業で扱う自然の素材を理解する必
要があると捉えていることがわかった。 
【入力評価】 
 文脈評価の情報をもとに、開発するプログ
ラムを計画した。まず、学生の ESD について
の理解を図るために、ESD 推進の社会的背景
と持続可能な開発の考え方について解説す
るとともに、ESD の視点を取り入れた小学校
理科の実践例（新興出版社啓林館、2015）を
紹介することとした。続いて、学生が授業研
究を進める中で、ESD の主要テーマ（気候変
動・エネルギー、生物多様性、防災）につい
ての基本的な理解を促すこと、ESD の視点を
理科に取り入れる理由（子どもに何を身に付
けさせるのか、授業目標）や取り入れ方（ど
の内容をどのように工夫し、子どもの学習を
展開するのか、授業内容・方法）についての
理解を促すこととした。そしてこれらの計画
が妥当であるかどうかを、評価の枠組みを作
って確認した。 
【プロセス評価】 
プログラムでは、学生による教育実習の振

り返りの後、ESD 推進の社会的背景、持続可
能な開発の考え方、ESD の視点を取り入れた
小学校理科の実践例について解説した（第 1
回）。学生は「授業実践を行いたい単元・テ
ーマ」を選び、グループごとに指導案を作成、
発表、修正した（第 2～4回）。学生が選んだ
テーマは、次の通りであった。 
第 3学年「風やゴムの働き」（ゴムのエネルギーを
使って、ねらった場所に車を止める、目的に応
じたエネルギーの利用） 

第 4学年「季節と生物」（動植物は季節ごとに変化
しながら、命をつないでいる） 

第 5学年「流水の働き」（最強で、しかも生き物に
配慮した堤防を考える、自然と人間との関係） 

第 6学年「電気の利用」（電気と電気から変換され
たエネルギーはつながっており、双方向性があ
る）、並びに「土地のつくりと変化」（桜島と本
島はどのようにしてつながったのか、自然の偉
大さ） 
そして、指導案に基づく模擬授業と授業後

の協議が行われ（第 5～7回）、プログラムを

通した学習成果が発表された（第 8回）。 
この間の特に第 2～4 回において、プロセ

ス評価を行い、学生の活動状況をモニタリン
グした。学生は「ESD と何か」という疑問や、
授業の目標設定や内容構成に難しさを感じ
ているようであった。適宜、必要最小限の助
言をし、学生自身による疑問や課題の解決を
促すようにした。 
【結果評価】 
 プログラムの成果を評価するために、まず、
文脈評価に用いた質問紙調査を再度行った。 
問 1では、学生全員が ESD の視点を取り入

れた理科授業は必要であると回答した。その
理由についての回答は全体で 18 であり、子
どもの発達の立場からの回答が最も多かっ
た（計 9）。その中には、子どもの思考力・行
動力の育成（「子どもの自然や世界、身の回
りの環境、生物等に対する考え方が変わった
り、考えが深まったりすることができると思
うから。また、そこから子どもの行動が変わ
り、その子どもの周りも変わっていくという、
点が面に広がっていくことができると思う
から」(6)）といった回答が見られた。 
 問 2の回答は全体で 26 であった。ESD の視
点を取り入れた理科授業では、「未来に必要
な力、その力を身につけるための考え方の基
礎を身につける」「理科教育の様々な視点か
ら ESD を考えて、今の私たちが意思決定でき
るような教育、授業を行う」「理科において
は『人間中心』から『大きな自然界の中の人
間』を意識することのできる授業が必要」と
いった、授業目標に関わる多様な回答が見ら
れた（計 6、回答はグループ化できず）。また、
授業内容に関わる回答（計 11）には、エネル
ギー・資源といった内容自体についての回答
だけでなく、教材構成（「身近に ESD として
扱える事象があれば、まずはそれを教材とし
て組み込んだ授業を行う」(2)）についての
回答が見られた。授業方法に関わる多様な回
答もあり（計 9）、それらは問題解決（「子ど
もたち自身が今までに学習してきたことを
生かして解決策を模索していくことが非常
に大切である」(3)）、実感のある授業（「自
分との関わりではどうなのか、自分に置き換
えるとどうなのかを考えたり、実感できるも
のがあるべきだ」(3)）に言及していた。 
問 3の回答は全体で 26 であった。ESD の視

点を取り入れた理科授業を行う上で学習す
べきことは、素材を学ぶ(5)、ESD 自体を学ぶ
(3)とともに、ESD の教材への取り入れ方を学
ぶ（「教材研究が第一である。小学校理科で
取り扱う単元の中で、どこに ESD の視点を取
り入れられるかを探す必要がある」(3)）と
いった、教材研究に関する回答が多かった
（計 13）。また、ESD の授業への取り入れ方
を学ぶ（「何をつかませることが ESD の視点
につながりやすいのかなどを考えていく必
要がある」(4)）といった指導法研究に関す
る回答も多かった（計 9）。加えて、ESD の授
業における子どもの思考（「物事を様々な立



場、視点から見て、それぞれの立場、視点か
ら考えることができるようになること」（3））
といった、子どもについての研究に関する回
答も見られた（計 4）。 
次に、プログラムの成果を評価するために、

プログラム終了時の学生の振り返り（口述）
と終了後のレポートにおける振り返り（記
述）を分析した。その結果、多くの学生が質
問紙調査の問3の回答と同様のことを述べて
いることがわかった。 
(3)考察 
文脈評価と結果評価を比べると、学生の意

識に次のような変化があることがわかった。 
① ESD の視点を取り入れた理科授業の必要
性を、子どもの発達の立場から一層意識する
ようになった。子どもの思考力の育成だけで
なく行動力の育成も必要性の理由として挙
げるようになった。 
② ESD の視点を取り入れた理科授業に必要
なこととして、授業の目標、内容、方法に関
わる様々な考えが浮かぶようになった。それ
らは、授業の目標では、未来に必要な力や意
思決定の力の育成、あるいは「大きな自然界
の中の人間」という自然観の育成、授業の内
容では、ESD を取り入れた教材構成のあり方
などの考えであった。 
③ ESD の視点を取り入れた理科授業を行う
ための自分自身の学習の必要性について、よ
り明確に意識するようになった。特に ESD の
視点の取り入れ方を教材や指導法の研究を
通して学ぶことや、ESD の授業における子ど
もの思考の流れや広がりを理解することを
意識するようになった。 
 以上のことから、学生の意識には「ESD の
視点を取り入れた理科授業で、子どもに何を
身に付けさせるのか」という視点が表れてき
たことがわかる。このことは授業研究を基盤
とした今回のプログラムの最大のメリット
であると考えられた。 
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